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と
決
意
し
た
と
い
う
こ
と
は
実
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
事
業

で
本
市
の
農
・
工
・
商
が
発
展
し
た
こ
と

が
近
代
郡
山
発
展
の
礎
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
こ
に
は
入
植
者
等
を
受
け
入
れ
た
「
多

様
性
と
調
和
し
共
生
す
る
風
土
」、
西
洋
文

化
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
「
進
取
の
気

質
」
な
ど
が
あ
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
表
現

で
き
た
の
は
申
請
締
切
り
３
日
前
で
し
た
。

認
定
の
決
め
手
は

何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

A 

安
積
開
拓
・
安
積
疏
水
開
さ
く
事
業

の
歴
史
的
価
値
や
、
現
在
に
受
け
継
が
れ

る
進
取
の
気
質
、
文
化
の
多
様
性
と
調
和

し
共
生
す
る
風
土
と
い
っ
た
本
市
の
特
性

を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
認
定
と
な
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー

の
内
容
に
つ
い
て
、
日
本
遺
産
審
査
委
員

会
か
ら
は
、
近
代
日
本
の
発
展
を
語
る
ス

ト
ー
リ
ー
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
第
一
級

の
歴
史
資
源
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
数
字

を
用
い
た
具
体
的
な
表
現
が
分
か
り
や
す

か
っ
た
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A 

こ
れ
ま
で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
そ

の
価
値
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

2

未来を拓いた「一本の水路」

日本遺産認定
おめでとう！！

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A 

猪
苗
代
湖
、
安
積
疏
水
、
安
積
開
拓
を

結
ぶ
ス
ト
ー
リ
ー
『
未
来
を
拓
い
た
「
一

本
の
水
路
」
―
大
久
保
利
通
“
最
期
の
夢
”

と
開
拓
者
の
軌
跡 

郡
山
・
猪
苗
代
―
』で
す
。

　
︿
ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要
﹀
明
治
維
新
後
、

武
士
の
救
済
と
、
新
産
業
に
よ
る
近
代
化

を
進
め
る
た
め
、
安
積
地
方
の
開
拓
に

並
々
な
ら
ぬ
想
い
を
抱
い
て
い
た
大
久
保

利
通
。
夢
半
ば
で
倒
れ
た
彼
の
想
い
は
、

郡
山
か
ら
西
の
天
空
に
あ
る
猪
苗
代
湖
よ

り
水
を
引
く
「
安
積
開
拓
・
安
積
疏
水
開

さ
く
事
業
」
と
し
て
実
現
し
ま
し
た
。
奥

羽
山
脈
を
突
き
抜
け
る
「
一
本
の
水
路
」

（
安
積
疏
水
）
は
、
外
国
の
最
新
技
術
の

導
入
、
そ
し
て
、
こ
の
地
域
と
全
国
か
ら

人
、
モ
ノ
、
技
を
結
集
し
、
苦
難
を
乗
り

越
え
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
猪

苗
代
湖
の
水
を
治
め
、
米
や
鯉
な
ど
食
文

化
を
一
層
豊
か
に
し
、
さ
ら
に
は
水
力
発

電
に
よ
る
紡
績
等
の
新
た
な
産
業
の
発
展

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

未
来
を
拓
い
た
「
一
本
の
水
路
」
は
、

多
様
性
と
調
和
し
共
生
す
る
風
土
と
、
開

拓
者
の
未
来
を
想
う
心
、
そ
の
想
い
が
込

め
ら
れ
た
桜
と
と
も
に
、
今
な
お
こ
の
地

に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

認
定
に
向
け
て
苦
労
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
か
。

A 

こ
の
地
域
に
し
か
な
い
「
意
外
性
」
や

「
特
色
」
を
強
く
出
す
こ
と
が
大
変
で
し

た
。
大
久
保
利
通
が
、
安
積
地
方
で
官
民

一
体
と
な
っ
た
開
墾
事
業
の
成
功
を
見
て
、

こ
の
地
で
国
営
農
業
水
利
事
業
を
行
お
う

Q

Q

Q

Q

Q

　

安
積
疏
水
に
ま
つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー
が

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
ま
で
の
取
組
や

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
郡
山
市
文
化
振

興
課
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

講
演
会
や
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
、本
市
や
猪
苗
代
町
、

関
係
団
体
で
構
成
す
る
日
本
遺
産
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
に
お
い
て
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
や
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育

成
す
る
「
情
報
発
信
・
人
材
育
成
」、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
「
普
及
啓
発
」、
文
献

研
究
等
の
「
調
査
研
究
」、
構
成
文
化
財

の
説
明
板
を
設
置
す
る「
公
開
活
用
整
備
」

等
の
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
安
積
開
拓
・
安
積

疏
水
や
そ
れ
ら
が
切
り
拓
い
た
歴
史
・

文
化
を
学
び
た
い
人
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

A 

日
本
遺
産
認
定
と
な
り
、
こ
の
土
地

に
生
き
る
こ
と
の
誇
り
や
郷
土
愛
の
大
切

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
安
積
開
拓
・
安
積
疏

水
開
さ
く
事
業
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
今
に

残
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
見
て
触

れ
て
、
開
拓
者
た
ち
の
未
来
を
想
う
心
を

感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

認定に関わった郡山市役所の皆さん

郡山市文化振興課
電話 024-924-2661
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安積疏水の見どころをご紹介します
日
本
遺
産
と
は
…

　
 

文
化
庁
が
認
定
し
て
い
る
遺
産
で
、
日
本
の
文
化

や
伝
統
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
魅
力
溢
れ
る
文
化

財
群
が
認
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
認
定
を
と
お
し

て
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
総
合
的
に
整
備
・
活
用

し
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
へ
も
戦
略
的
に
発
信
し

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

〈頭
とうしゅこう

首工／猪苗代町〉
　上戸浜付近に疏水へ水を入れる頭首工があります。現在の頭首工は、
猪苗代湖の水を安積地方の農業用水として利用するにあたり、冷たい
水を滞留させて温めるために三角形の取水口になりました。
　安積疏水の完成により、安積地方の石高は３万石から 20 万石へ飛
躍的な増加を遂げました。

〈街中の安積疏水／郡山市〉
　郡山の街中には、安積疏水をイメージしたモニュメントなどがあります。

開成山公園
　後に疏水事業を手がけることになる開成社が灌漑用の
池として造成した五十鈴湖を中心に、公園が造られまし
た。公園内には、ゆかりのある記念碑や開拓者の群像が
あります。また、隣接する水・緑公園には疏水の水路を
イメージしたモニュメントがあります。

このほかにも、「十六橋水門」をはじめ、見どころはたくさんあります。
ぜひ、安積疏水やその流域を訪れてみてください。

取材協力：安積疏水土地改良区、東京電力パワーグリッド猪苗代発電所

〈迫力満点の取水口／郡山市〉
　疏水の水路の多くは、地下や高架、山中を通っていますが、一部は
道路からも見ることができます。たとえば、熱海取水口は国道 49 号
沿いにある「新熱海停留所」付近から見え、自動車に乗っていると気
付きませんが、迫力満点の水の音が響いています。

〈安積地方の近代化を支
えた発電所／郡山市〉
　疏水の水力を利用する発電所
が作られました。発電所で生み
出された電力は安積地方の工業
化の原動力となりました。

昔の頭首工現在の頭首工

288
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4
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喜久田駅
日和田駅

五百川駅

磐
梯
熱
海
駅

中山宿駅

上戸駅

安子ヶ島駅

郡山駅

猪
苗
代
湖

至
三
春

至須賀川

至二本松

至いわき

郡山市役所

安積疎水事務所

開成山公園

深田ダム

安
積
疎
水
幹
線新

安
積
幹
線

安積疎水管理用発電所

郡山南IC

郡山IC

本宮IC

磐梯熱海IC

磐越自動車道

磐越西線
東
北
自
動
車
道

東
北
新
幹
線

東
北
本
線

郡山JCT

1

2

68 7

3
4

5

麓山の滝（本物） 駅前のモニュメント 水路のモニュメント 開拓者の群像

1

3

6 7 8

4 5

2

丸守発電所竹之内発電所沼上発電所

　「 麓 山 の 滝 」
をイメージした
噴水が、郡山を
訪れる人を待ち
受けています。

©TEPCO ©TEPCO ©TEPCO
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心
地
よ
い
春
の
日
和
の
も
と
、
約

3
6
0
名
が
猪
苗
代
湖
北
岸
（
天
神
浜
、

小
黒
川
河
口
等
）
を
清
掃
し
ま
し
た
。

　

昨
年
と
同
様
に
、
郡
山
市
湖
南
町
の

舟
津
浜
で
ク
リ
ー
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
の
第
２
弾

を
実
施
し
ま
し
た
。
天
候
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
思
い
が
天
ま
で

届
い
た
の
か
、
当
日
は
絶
好
の
清
掃
日
和

と
な
り
、
過
去
最
高
と
な
る
約
６
０
０
人

が
清
掃
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

舟
津
浜
に
は
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
の
他

に
も
、
腐
る
と
湖
の
富
栄
養
化（
※
）
を

招
く
ヨ
シ
屑
が
多
く
漂
着
し
て
い
ま
し
た
。

細
か
い
ヨ
シ
屑
が
多
く
大
変
で
し
た
が
、

参
加
者
が
力
を
あ
わ
せ
て
約
２
・ 

２
ト
ン

の
ゴ
ミ
・
ヨ
シ
屑
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
の
後
は
、地
元
婦
人
団
体「
よ
っ

て
が
ん
し
ょ
ば
っ
ぱ
の
会
」
の
皆
さ
ま
が
腕
を

ふ
る
っ
た
豚
汁
を
い
た
だ
き
、
疲
れ
を
癒
し

ま
し
た
。

※
富
栄
養
化･･･

植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

エ
サ
と
な
る
有
機
物
や
窒
素
、
リ
ン
な
ど
が

水
中
で
増
え
る
こ
と
。
ア
オ
コ
の
発
生
な
ど

水
質
汚
濁
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

猪
苗
代
湖
・
裏
磐
梯
湖
沼
水
環
境
保
全
対
策
推
進
協
議
会

平
成
28
年
度 

上
半
期
協
議
会
活
動
報
告

定
期
総
会
開
催

4 27
猪
苗
代
湖
ク
リ
ー
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
６　
v
o
l
.
１

（
福
島
県
と
共
催
）

4 16

参
加
者
最
多
記
録
を
更
新

猪
苗
代
湖
ク
リ
ー
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
６　
v
o
l
.
２

6 25

開会式で挨拶をする前後猪苗代町長

老若男女力を合わせて清掃中

清掃風景

恒例となった作業後の豚汁

　

１
時
間
ほ
ど
の
清
掃
活
動
で
約
３
・
２

ト
ン
の
ゴ
ミ
を
回
収
で
き
ま
し
た
。
特
に
、

昨
秋
に
ヨ
シ
刈
り
を
行
っ
た
白
鳥
浜
で
は
、

刈
り
取
っ
た
ヨ
シ
の
根
元
か
ら
多
く
の
ゴ
ミ

を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
、
清
掃
後
の
達

成
感
は
言
葉
で
は
表
し
難
い
も
の
で
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
定
期
総
会
を
開
催
し
、
前
年
度
の
事
業
報
告
と
今
年
度
の
事
業
計
画
の

承
認
を
行
い
ま
し
た
。
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湖美来基金は、クラブ会員の方からいただいた会費をもとに活動しています。
一緒に猪苗代湖・裏磐梯湖沼をきれいにしたいという方のご入会をお待ちしております。

　ご入会希望の方は、ゆうちょ銀行または郵便局窓口にて以下の口座
に会費をお振り込みください。振込手数料が別途必要ですが、事務局
までお問い合わせいただければ、振込手数料が無料の専用の振込用
紙をお送りします。

口　座：02250－１－98147
名　義：猪苗代湖・裏磐梯湖沼水環境保全対策推進協議会
年会費：2,000円（個人）　10,000円（法人）
特　典：各種イベントのご案内、流域特産物の抽選プレゼントなど

お問い合わせは、県庁水・大気環境課までお願いします。

▶電話 024-521-7258

～あなたの愛を湖
みずみらい
美来クラブへ～

会員大募集
10 ～２月
新規入会

特典

　

活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
湖
美
来
基
金
に
よ
る
支
援
事
業
決
定

　

今
年
度
の
支
援
事
業
22
件
が
決
定
し
ま
し
た
。交
付
決
定
総
額
は
4
3
1
万
5
8
3
2
円
で
す
。

団
体
名

事
業
名

猪
苗
代
湖
の
自
然
を
守
る
会

猪
苗
代
湖
の
環
境
保
全

山
と
自
然
を
守
る
会

山
林
の
育
成
と
自
然
環
境
の
保
全

立
花　

千
秋

定
期
的
湖
岸
清
掃
事
業

福
島
県
立
湖
南
高
等
学
校
生
徒
会

猪
苗
代
湖
岸
清
掃
活
動

日
本
野
鳥
の
会　

会
津
支
部

猪
苗
代
湖
北
岸
地
域
の
鳥
類
調
査

福
島
大
学
生
物
多
様
性
保
全

研
究
室

猪
苗
代
湖
北
岸
の
1
9
4
0
～
1
9
7
0
年
代
の

水
生
植
物
相
・
植
生
と
そ
の
変
化
の
解
明

福
島
大
学
生
物
圏
環
境
解
析

研
究
室

猪
苗
代
湖
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
池
沼
、
湿
地
、

湿
原
に
お
け
る
底
生
動
植
物
相
の
解
明

高
橋　
一
泰

裏
磐
梯
湖
沼
及
び
河
川
の
水
質
調
査

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

わ
か
ば
自
然
楽
校

猪
苗
代
湖
・
裏
磐
梯
湖
沼
群
周
辺
に
暮
ら
す
コ
ウ
モ
リ
調
べ

遠
藤　

優
年

水
生
植
物
相
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
多
変
量
解
析
に
よ
る

磐
梯
山
周
辺
の
湖
沼
群
の
類
型
化

山
口　

昌
子

裏
磐
梯
長
瀬
川
沿
い
に
位
置
す
る
く
る
み
の
森
の
植
物
相
調
査

郡
山
市
立
湖
南
小
学
校

「
湖
南
小
学
校
エコ
ク
ラ
ブ
」
に
よ
る
猪
苗
代
湖
水
質
調
査
等

大
茂
田
川
の
自
然
を
守
る
会

猪
苗
代
湖
流
入
河
川
の
自
然
を
守
る

猪
苗
代
町
立
翁
島
小
学
校

「
美
し
い
猪
苗
代
湖
を
取
り
戻
す
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が

考
え
、
実
行
し
よ
う
！
」

会
津
若
松
市
立
湊
小
学
校

水
資
源
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
体
感
す
る
環
境
学
習

福
島
県
写
真
商
業
組
合

猪
苗
代
湖
周
辺
環
境
美
化
・
風
土
・
風
景
紹
介
事
業

宗
像　

亮

猪
苗
代
湖
鬼
沼
周
辺
の
里
山
の
自
然
観
察
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

会
津
の
文
化
づ
く
り

猪
苗
代
湖
の
恵
み
の
雫

い
な
わ
し
ろ
伝
保
人
会

猪
苗
代
湖
へ
の
源
流
の
一
つ
・
吾
妻
川
を
た
ず
ね
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

輝
く
猪
苗
代
湖
を
つ
く
る
県
民
会
議

猪
苗
代
湖
北
岸
に
お
け
る
漂
着
水
草
回
収
事
業
及
び

水
環
境
体
験
事
業

狐
鷹
森
行
政
区

外
来
生
物
コ
カ
ナ
ダ
モ
防
除
事
業

安
積
疏
水
土
地
改
良
区

水
環
境
の
保
全
に
関
す
る
普
及
啓
発
事
業

A４ファイルがぴったり入る
オリジナルバッグを

プレゼント
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湖
美
来
基
金
に
対
し
て

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※一万円以上の寄附について掲載
させていただきました。他に
も多くの方から寄附をいただ
きましたことに御礼申し上げ
ます。

㈱会津電気工事 様 （福島県会津若松市）

イオンスーパーセンター㈱ 様 （岩手県盛岡市）

イオンリテール㈱ 様 （千葉県千葉市）

国際ロータリー 2530 地区 様 （福島県三春町）

中村　玄正 様 （福島県郡山市）

㈱ニチレイ 様 （東京都中央区）

（50 音順）

寄
附
御
礼

　
今
回
は
安
積
疏
水
を
テ
ー
マ
に
特
集
を
し

ま
し
た
。
取
材
を
と
お
し
て
強
く
感
じ
た
こ

と
は
、
猪
苗
代
湖
が
私
た
ち
の
生
活
に
と
て

も
密
着
し
た
湖
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
生
活
に
密
着
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

生
活
ス
タ
イ
ル
の
影
響
を
受
け
や
す
い
湖
で

あ
る
と
も
言
え
ま
す
。
産
業
革
命
以
降
、
私

た
ち
は
自
然
環
境
に
過
度
な
負
担
を
か
け
る

生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
湖

沼
を
大
切
に
す
る
生
活
ス
タ
イ
ル
を
先
人
が

送
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
猪
苗
代
湖
の

姿
が
あ
る
の
だ
な
、
と
湖
面
に
浮
か
ぶ
ア
サ

ザ
を
見
な
が
ら
感
傷
に
浸
り
ま
し
た
。

　
先
人
た
ち
の
想
い
は
、
現
在
に
も
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。
舟
津
浜
の
ク
リ
ー
ン
ア
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
天
候
が
危
ぶ
ま
れ
た
中
の
開

催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
去
最
高
と
な
る
参

加
者
数
を
記
録
し
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
等

が
社
内
で
有
志
を
募
っ
て
行
う
清
掃
活
動
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
聞
き
す
る
こ
と
も
増
え
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　「
天
鏡
湖
」
と
も
う
た
わ
れ
る
猪
苗
代
湖
の

美
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
湖
沼
を
愛
し

み
、
次
代
へ
受
け
継
い
で
い
こ
う
と
し
て
い

る
人
々
の
心
の
美
し
さ
と
、
そ
の
広
が
り
を

あ
ら
た
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

編

集

後

記

●日時　11月25日（金）13：00～16：45
●場所　猪苗代町体験交流館「学びいな」大研修室
●内容　基調講演　福島大学共生システム理工学類
　　　　　　　　　教授　塘 忠顕　氏
　　　　「裏磐梯・猪苗代地域の水域に生息する底生動物とその保全」
　　　　水環境保全活動の事例発表
　　　　交流会（交流会のみ参加費500円）
●申込　協議会事務局（県庁水・大気環境課内）電話０２４－５2１－７２５８　
　　　　（11月16日（水）締切）
★来場者のなかから抽選で２０名の方に流域の特産品をプレゼント！

【第９回】猪苗代湖・裏磐梯湖沼の歴史（予定）
　磐梯山噴火から現在の美しい裏磐梯の基礎をつく
りあげた歴史を振り返ります。
●開催日時　11月19日（土）
●定　　員　30名

【第10回】冬の猪苗代湖と水鳥を観察しよう！（予定）
　湖岸の雪原を歩いて、冬の猪苗代湖の様子や冬鳥を
観察します。
●開催日時　２月中旬予定
●定　　員　30名

平成28年度水環境保全フォーラムを下記のとおり開催します。
ふるってご参加ください。

猪苗代湖・裏磐梯湖沼水環境保全フォーラム

猪苗代水環境センター環境学習会

お問い合わせ先　特定非営利活動法人　超学際的研究機構（電話024-525-8891）

参加者募集


